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文
化
庁
の
昭
和
四
十
五
年
度
予
算
は
、
六
八
億
五
、
六

0
0万
円
で
、
四
十

四
年
度
に
く
ら
べ
る
と
、
予
算
額
に
し
て
―
二
億
六
、
五

0
0万
円
、
比
率
に

し
て
ニ
ニ
・
六
％
の
増
で
あ
る
。
国
の
予
算
の
伸
び
率
が
一
七
・
九
％
で
あ
る

こ
と
、
文
部
省
予
算
全
体
の
伸
び
率
が
一
三
・
七
％
で
あ
る
こ
と
を
見
る
と
、

そ
の
伸
び
率
は
相
当
に
高
い
率
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
基
礎
に
な
る
額
が
少
額

の
時
は
、
些
か
の
額
の
増
加
で
も
、
伸
び
率
と
し
て
高
ぐ
な
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
に
せ
よ
昨
年
の
一0
•
六
％
に
く
ら
べ
れ
ば
は
る
か
に
高
い
率
で
あ

り
、
こ
れ
は
文
化
行
政
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
が
よ
う
や
く
各
方
面
に
高
ま

っ
て
来
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
、
私
ど
も
は
喜
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
こ
十
数
年
来
の
経
済
成
長
に
よ
っ

て
、
都
市
化
、
工
業
化
が
大
い
に
進
み
物
質
面
に
お
い
て
は
著
し
く
充
実
し
、

哀
会
生
活
は
急
激
に
変
貌
し
て
来
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
、
各
穂
の
公
害
の
発

は
じ
め
に

生
、
交
通
事
故
の
増
加
、
歴
史
的
風
土
あ
る
い
は
自
然
美
の
破
壊
と
い
う
よ
う

な
現
象
も
急
速
に
あ
ら
わ
れ
、
経
済
の
繁
栄
が
か
え
っ
て
人
間
生
活
を
お
び
や

か
す
に
至
る
と
と
も
に
、
国
民
の
精
神
面
に
お
い
て
も
、
疎
外
、
断
絶
、
類
廃

と
い
う
よ
う
な
人
間
性
無
視
の
傾
向
も
顕
著
と
な
り
、
人
々
は
あ
ら
た
め
て
経

済
成
長
の
根
元
的
意
義
を
問
い
正
す
と
と
も
に
、
国
民
が
生
活
に
う
る
お
い
を

持
ち
、
心
を
豊
か
に
し
て
、
人
間
性
豊
か
な
創
造
的
生
活
を
営
み
う
る
よ
う
に

す
る
こ
と
の
必
要
を
感
じ
て
来
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
つ
時
、
文
化
の
振
興
は
、
教
育
、
学
術
の
振
興
と
と

も
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

文
化
庁
の
四
十
五
年
度
予
算
は
、
総
額
に
し
て
は
文
部
省
全
体
予
算
の
一
％

に
も
た
ら
ず
、
教
育
・
学
術
に
く
ら
べ
て
見
る
時
は
そ
の
比
重
は
は
な
は
だ
少

額
で
は
あ
る
が
、
私
ど
も
文
化
庁
の
一
同
は
四
十
五
年
度
に
お
け
る
伸
び
率
の

増
加
は
、
上
述
の
よ
う
な
事
態
に
当
面
し
て
の
文
化
行
政
の
重
要
性
が
認
め
ら

れ
た
結
果
と
考
え
、
大
い
に
文
化
行
政
の
充
実
発
展
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い

る．

文

化

行

政

の

展

望

＇
ー
●
：
t
昭
和

45
年
度
文
教
行
政
の
展
望
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衣
ど
が
挙
げ
ら
仇
る
加
、
以
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吠
i
r一

芸
術
祭
の
充
実

昭
和
二
十
一
年
以
降
毎
年
国
の
芸
術
行
事
と
し
て
実
旋
し
て
い
る
芸
術
祭

は
、
新
年
度
弟
二
十
五
回
を
迎
え
石
が
、
こ
の
芸
術
祭
は
、
四
十
四
年
度
に
予

算
を
大
巾
に
増
麟
し
て
、
内
宕
を
刷
新
充
実
し
て
芸
術
の
祭
典
と
し
て
の
性
格

を
更
に
一
筐
明
誼
に
し
た
e

新
年
笈
も
、
前
年
度
同
様
三
、
七

0
四
万
円
を
計

上
し
、
中
央
に
お
い
て
は
芸
術
祭
伍
呉
を
行
な
う
ほ
か
、
オ
ペ
ラ
・
バ
し
ニ
・

演
詞
。
音
楽
。
鐸
踊
｛
．
ぷ
の
主
催
公
演
乞
集
中
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
方

公
演
と
し
て
r

中
央
公
洞
の
う
ち
三
置
目
を
選
ん
で
池
方
都
市
に
巡
回
公
演
を

実
施
す
る
。

二

地

方

芸

術

文

化

の

言

言
芸
術
文
化
の
担
輿
に
、
文
化
庁
の
当
丙
す
る
宣
点
麓
策
の
う
ち
で
も
特

に
力
を
注
い
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
は
、
中

央
置
軍
の
き
ら
い
炉
あ
り
、
中
央
と
旭
方
と
の
格
望
炉
著
し
い
。
ま
た
塩
，
万
祖

互
聞
に
お
い
て
も
同
磁
な
こ
と
が
い
え
る
。
こ
の
是
正
の
た
め
に
は
、
池
方
住

民
に
対
し
あ
ま
ね
く
芸
術
文
化
を
享
受
す
る
綬
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
池

方
尼
そ
九
ぞ
汎
特
色
の
あ
る
文
化
が
発
展
す
る
基
盤
を
麟
成
し
、
池
方
に
お
け

芯
芸
衛
文
化
活
動
の
活
発
化
を
図
る
よ
う
、
国
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
の
努
力

を
し
な
け
九
ば
危
ら
な
い
。
こ
の
た
め
の
具
体
的
な
措
置
と
し
て
f
昭
和
四
十

五
年
度
は
次
の

m
池
方
文
化

現
在
｀
・
人
ロ
一

0
万
以
上
の
都
市
覧
全
国
で
一
三
八
都
市
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
、
中
央
の
交
響
楽
団
あ
る
い
覧
オ
ペ
ラ
。
バ
レ
＝
等
を
受
け
入
れ
る
に

足
る
大
ホ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
都
市
は
、
八
八
蔀
市
で
、
な
お
五

0
都
市
は
、

大
規
摸
な
公
演
を
受
け
入
九
る
揺
設
炉
な
い
状
態
で
あ
る
。
池
方
住
戻
に
中
央

の
す
ぺ
れ
た
芸
術
を
娯
会
均
等
に
鑑
賞
さ
せ
る
た
め
に
、
少
な
く
と
も
人
ロ
一

0
万
以
上
の
詞
市
に
は
、
文
化
会
誼
の
設
置
が
望
ま
汎
る
わ
け
で
、
国
と
し
て

も
昭
和
四
十
三
年
度
が
ら
入
ロ
一

0
万
以
上
の
未
設
置
都
市
に
対
し
て
整
備
費

補
助
金
を
交
付
し
て
設
置
の
促
進
を
図
っ
て
い
互
昭
和
四
十
五
年
度
は
八
館

（
前
年
度
五
館
こ
に
増
し
、
閂
五
〇
〇
万
円
増
の
一
億
二
、

0
0
0万
円
を

計
上
し
た
。

5

地
方
芸
術
文
佑
活
励
費
の
1

蔀
助

現
在
、
地
方
の
芸
術
文
化
に
県
が
支
出
し
て
い
る
経
費
は
、
四
十
三
年
度
の

胴
査
に
よ
九
ば
、
五
億
一
、
四
五
む
万
円
で
、
こ
九
を
一
県
平
均
に
す
る
と

一
、
一
―
八
万
円
に
な
る
。
し
か
し
、
県
ご
と
の
支
出
総
瞑
の
格
差
は
、
匿
め

て
著
し
く
、
最
高
は
一
億
一
、

0
二
九
万
円
、
最
低
は
五
三
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
地
方
祖
互
間
の
格
差
の
是
正
も
ま
た
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。

こ

の

た

め

、

昭

和

四

＋

て

実

賄

す

る

美

術
。
音
楽
＇
演
劇
『
孟
踊

e

諾
菱
の
三
分
の
一

以
内
を
補
助
し
て
い
る
か
、
新
年
度
も
一
県
一

0
0万
円
の
二

0
県
分
を
計
上

し
、
池
方
芸
術
文
化
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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昭
謬
四
十
三
年
六
月
、

し

た

が

、

そ

の

施

策

の

ぷ

つ

い

て

は

、

曰

芸

術

文

化

の

振

興
と
認
塁
ム
と
し
て
、
芸
術
祭
の
刷
新
充
実
、
芸
術
閲
保
団
倅
助
成
、

家
の
開
発
育
成
、
口
埴
方
芸
術
文
化
の
振
冥
と
し
て
r

均
方

違

地

方

の

繋

簡

、

国

著

作

潅

制

展

の

改

正

P

．
図

.、
1
.
.
.
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砂

甕

国

フ

ィ

ル

，

ム

屯

シ

タ
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新
人
育
成
等
の
た
め

（
四
人

た
め
の
地
方
文
化
崖
殷

の

の
を
と
り
あ
げ
て
み
る

芸
術
文
化
の

石
川
二
郎
）

文
化
デ
の
予
算
は
、

交
流
の
一
二
つ
炉
大
き
『
｛

四
，
ご
謬
年
度
予
算
に
謬
い
て
は
、
の
胃
発
工
疇
賽
＂

ら
ん
で
、
叉
鱈
で
の
保
誼
が
地
方
（
立
罷
慇
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
反
映

し
て
史
跡
亭
の
土
咄
の
買
上
梱
助
ガ
大
巾
に
拡
充
さ
仇
、
概
し
て
文
化
財
保
誡

悶
係
の
予
算
の
的
び
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
文
化
庁
と
し
て
は
、
歴
史
的
文
化

財
保
謹
の
開
題
ほ
単
に
従
来
の
文
化
認
産
を
径
批
に
伝
え
る
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
歴
史
的
文
化
財
を
新
し
い
文
化
擬
輿
の
革
礎

と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
葦
本
的
考
え
方
に
立
っ
て
予
算
の
置
保
忙
つ
と

め
る
と
と
も
に
、
文
化
行
政
の
這
用
に
当
た
っ
て
も
、
文
化
吋
保
誤
と
新
し
い

芸
術
文
化
の
振
輿
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
閲
連
し
て
と
ら
え
る
よ
う
に
努
力
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。
以
下
、
三
つ
の
註
に
つ
い
て
、
予
纂
応
叫
し
て
、
四
十
万
年
度

国
際
文
侶

款

の

増

を

は

か

る

な

ど

、

っ

た

。

晒
和
四
十
五
年
度
の
予
算
畏
忠
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
度
の
諸
腕
策
・
ど
更
に

充
実
蚊
化
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
特
に
既
存
の
慕
業
で
前
年
度
に
充
実
を

期
し
喝
な
か
っ
た
も
の
に
力
を
注
ぎ
、
そ
の
増
寮
を
は
か
っ
た
。
こ
の
意
昧

で
、
新
年
度
の
予
算
は
、
特
に
目
新
し
い
応
の
を
追
う
と
い
う
方
向
を
と
ら

デ
、
地
這
で
堅
実
穴
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
部
の
昭
和
四
十
豆
年
度
の
予
算
は
、
認
類
匡
竺
閲
言
囚
一
九
万
円
で
箭

年
度
三
億
九

9
-
0
一
万
臣
に
比
し
七
、
三
一
八
万
円
の
増
で
一
八
，
七
％
の

伸
び
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
文
化
部
の
附
属
搬
闘
（
東
京
及
び
京
都
つ
国
立
近

代
美
術
誼
、
匡
立
西
洋
美
術
館
、
固
立
国
語
研
究
百
、
日
本
芸
術
浣
）
の
予
算

総
睾
樗
六
億
四
、
四
四
六
万
円
で
前
年
度
五
憶
五
、
二
五
七
万
円
応
比
し
九
、

一
八
八
万
円
の
増
で
一
六
。
塁
言
伸
び
と
ば
っ
て
お
り
、

て
い
る
。

び
，
罰
千
乞
也
，
1
1

目
卑
g
-
了

平
年
度
の
三
倍
に
増
領
し
て
白

）
 目

が
挙
げ
ら
九
た

こ

の

設

置

を

み

こ
の
年
度
に
は
芸
術
祭
の
子
算
を
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三議
会
経
費
等
に
つ
い
て
五
四
八
万
円
之
計
上
し
た
。
＇
｛
岱
唸

関
侭
は
た
い
が
、
文
化
庁
の
皇
氾
大
き
摩
界
題
の
1

つ
と
し
て
蒋
作
権
制
度
の

改
正
が
あ
る
。
現
存
著
作
稽
法
は
、
明
治
三
十
二
年
に
制
定
さ
れ
、
以
来
数
回

の
部
分
改
正
を
経
て
今
日
記
い
た
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
体
系
は
立
法
当
時

の
ま
ま
で
あ
り
、
国
際
的
水
準
か
ら
み
て
立
ち
遅
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
昭
和
三
十
七
年
か
ら
全
面
改
正
の
た
め
の
檎
討
を
璽
ね
、
七
年
の
歳

月
を
夏
し
て
成
案
を
得
、
よ
う
や
く
昭
和
四
十
四
年
第
六
十
一
国
会
に
提
案
さ

れ
た
が
、
霊
岨
未
丁
と
な
っ
た
も
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
成
立
す
る

こ
と
が
、
各
界
か
ら
も
切
望
さ
れ
て
い
る
。

六
国
立
美
術
館
の
整
愉

京
京
国
立
近
代
美
術
誼
は
、
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
グ
イ
ヤ
株
式
会
社
会
長
石
橋
王

二
郎
氏
の
寄
贈
に
よ
り
、
新
饂
が
千
代
田
区
北
の
丸
公
園
内
に
建
設
さ
れ
、
咋

年
六
月
開
釦
し
た
が
、
新
年
度
は
、
特
別
展
と
し
て
現
代
イ
ギ
リ
ス
美
術
辰
を

聞
催
す
る
経
裟
―
―
-
、
二
八
一
万
円
、
作
品
賜
入
穴
と
し
て
二
、

0
0
0万
円
を

計

上

し

た

。

‘

京
都
国
立
近
代
美
術
館
は
、
特
別
展
と
し
て
説
代
の
日
本
と
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の

陶
芸
屎
を
刷
偏
す
る
経
賓
一
、
三
八
四
万
円
か
計
上
さ
れ
、
ま
た
作
品
閾
入
寅

は
璽
尽
の
近
代
美
術
館
と
同
額
の
二
、

0
0
0万
円
に
増
額
さ
れ
た
。

国
立
西
洋
美
術
館
は
、
特
別
展
と
し
て
ド
イ
ツ
表
現
派
晟
を
開
催
す
る
経
贅

三、

0
瓦

0
万
円
、
作
品
購
入
菱
六
、

0
0
0万
円
を
計
上
し
た
。

東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
は
、
前
年
度
忙
引
き
続
き
、
そ

の
運
営
等
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
映
写
技
師
等
三
入
の
定
員
増
を
は
じ
め
、

旅
設
繋
備
賛
四
、

0
五
八
万
円
を
計
上
し
た
。
な
お
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

樗
芸
術
映
画
。
美
術
映
画
。
文
化
映
画
を
収
集
保
存
管
理
し
、
昭
和
四
十
五

新
人
の
開
発
育
成
等

中
央
、
池
方
お
よ
び
池
方
祖
互
閏
の
連
繋
を
密
擬
に
し
、
情
報
を
交
換
し
合

う
こ
と
は
地
方
芸
術
文
化
の
振
奥
の
た
め
誓
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
昭
和

四
十
四
年
度
は
じ
め
て
全
国
を
八
池
区
に
分
け
て
池
方
芸
術
文
化
会
業
を
開
催

し
た
が
、
各
地
と
も
熱
心
な
研
究
討
議
が
な
さ
九
、
池
方
文
化
の
指
向
す
る
も

の
応
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
の
会
認
は
、
今
後
も
閲
催
地
を
変
え
て
全
国
八
池
区

で
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
予
算
二
七
三
万
円
を
計
上
し
た
。

印
青
少
年
芸
術
劇
場
の
開
催
等

次
の
時
代
を
担
う
青
少
年
の
信
諜
を
涵
養
し
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る

た
め
、
青
少
年
に
優
九
た
芸
術
を
饂
賞
さ
せ
る
こ
と
の
意
羹
は
大
き
い
。
こ
の

た
め
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
「
青
少
年
芸
術
劇
場
」
と
称
し
て
、
薪
閲
。
オ
ペ

ラ
ニ
文
楽
。
詑
狂
言
。
交
轡
楽
の
五
置
目
を
全
国
に
入
場
無
料
で
巡
回
公
演
を

し
、
埒
謬
を
応
し
て
い
る
が
、
新
年
度
も
三
、
一
六
六
万
円
を
計
上
し
、
会
国

三
十
数
か
所
で
実
厖
す
之
冗

こ
の
ほ
か
、
聟
年
芸
術
祭
の
閲
聞
中
、
中
央
の
主
偏
公
演
の
う
ち
の
オ
ベ

ラ
。
バ
レ
エ
。
演
劇
等
呟
稽
目
を
懇
び
地
方
公
演
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
薪
年

度
も
八
八
四
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
同
校
実
厖
す
る
a

伺
池
方
巡
回
美
術
晨
・
現
代
美
術
選
抜
辰
苓
の
阿
催

池
方
住
民
に
名
作
鑑
竺
の
微
会
を
提
供
す
る
た
め
の
埴
方
巡
回
美
術
展
（
通

称
、
明
治
、
大
正
、
陀
和
三
代
名
作
戻
〕
は
一
四
三
万
円
、
中
央
の
各
会
派
で

入
選
し
た
す
ぐ
れ
た
美
術
作
品
を
埠
方
で
辰
示
す
る
中
央
辰
、
選
抜
展
及
び
県

文
術
辰
で
返
抜
さ
仇
た
す
ぐ
九
た
作
品
を
中
央
で
展
示
す
る
県
辰
選
抜
展
は
、

六
七
四
万
円
を
計
上
f
そ
の
他
池
方
美
術
銅
祖
亙
の
運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め

の

三

三

四

万

円

を

計

上

し

た

。

文
化
財
保
陵
の
霊
要
性
が
関
係
方
面
の
理
解
と
支
援
を
徳
て
か
、
昭
肉
四
十

五
年
度
予
算
は
か
な
り
の
伸
び
を
見
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
も
っ
て
充
全
た

と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
厳
し
い
財
政
の
枠
内
に
あ
っ
て
、
蔑
い
立
つ
数
々

の
要
求
事
項
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
の
増
額
娯
得
ら
れ
た
こ
と
は
ま
デ
も
っ
て
多

と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
昭
和
四
十
四
年
度
予
算
炉
四
一
億
一
｀
四

0
0万

円
で
前
年
度
三
六
億
三
、
六

0
0万
円
に
対
比
し
て
伸
び
率
一
三
。
六
七
％
で

あ
っ
た
の
記
対
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
度
予
算
五
二
億
二
、
九

0
0万
円
は
煎

年
度
に
対
比
し
て
実
に
二
七
e

一
％
と
い
う
倍
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
文

化
財
傑
護
法
が
で
き
た
昭
和
二
十
五
年
頃
拿
算
三
億
二
、
五

0
0
万
円
）
に

比
べ
れ
ば
雲
泥
の
差
が
あ
る
と
い
え
る
。
今
年
昭
和
四
十
五
年
は
、
文
化
財
保

菱
法
施
行
二
十
周
年
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
二
十
年
間
に
お
け
る
わ

が
国
の
文
化
財
保
護
行
政
は
ま
さ
に
充
実
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。
万
人
が

目
を
見
張
る
よ
う
な
賑
犀
的
伸
張
と
い
う
も
の
は
な
い
に
せ
よ
、
『
ぎ
翫
細
か
な

中
戻
そ
の
時
々
の
必
要
性
に
概
ざ
し
た
新
規
直
点
旅
策
を
巧
み
に
取
り
入
れ

つ
で
着
々
と
発
展
の
軌
道
を
歩
ん
で
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

今
年
は
二
十
周
年
を
記
念
す
る
行
事
が
企
両
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
わ
れ
わ
仇
は
改
め
て
こ
こ
に
二
十
年
と
い
う
時
の
流
れ
の
重
み
と
い
う

も
の
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
重
み
を
作
っ
て
い
る
大
き
な
要

文
化
財
俣
襲
の
推
進

年
四
月
か
ら
開
館
し
て
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
記
な
っ
て
い
る
。

（
文
化
部
文
化
普
及
院
長

手
竿
武
則
）

昭
和
四
十
二
年
度
に
は
じ
め
て
新
進
芸
術
家
を
国
費
で
一
年
間
、
海
外
に
派

遣
す
る
芸
術
家
在
外
研
修
員
の
制
度
バ
，
誕
生
し
た
炉
、
そ
の
発
足
以
来
、
各
年

度
の
派
遣
人
員
は
、
美
術
。
音
楽
。
舞
踊
・
演
劇
（
映
画
を
含
む
。
）
の
分
野
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
計
四
名
と
い
う
僅
か
な
人
数
で
あ
っ
た
。
こ
の
増
員
に
つ

い
て
賢
芸
術
各
異
か
ら
弛
く
要
望
さ
九
て
い
た
が
、
今
回
二
名
の
増
員
が
認

め
ら
れ
、
新
年
度
か
ら
六
名
の
新
進
芸
術
家
を
海
外
紅
派
遣
で
ぎ
る
こ
と
に
な

り
、
予
算
一
、
五
八
五
万
円
を
計
上
し
た
が
、
こ
の
制
度
は
、
わ
が
国
の
芸
術
家

の
向
上
の
た
め
応
も
、
担
め
て
意
襲
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
も
大
い
‘

に
伸
ば
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
新
人
中
堅
の
優
，
礼
た
芸
術
作
品
の
買
い
上
げ
贅
は
前
年
同
頷
の

一
四
一
万
円
｀
｀
芸
術
の
各
分
野
に
お
い
て
年
聞
最
も
す
ぐ
，
訊
た
業
績
を
挙
げ
た

芸
術
家
を
顕
彰
す
る
芸
術
選
奨
の
経
費
三
一
八
万
円
と
ほ
ぼ
前
年
同
謬
の
予
算

を
計
上
し
た
。

四
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
助
成

ぢ
ら
が
国
の
芸
術
文
化
の
振
興
は
、
民
閲
の
芸
術
文
化
団
体
の
活
罰
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
一
般
的
に
経
済
的
芸
盤
が
弱
く
f
+

分
な
活
動
を
行
な
い
得
な
い
実
情
に
あ
る
。
こ
の
た
め
jr

創
作
活
動
、
地
方
芸

術
振
興
、
青
少
年
等
芸
術
普
及
、
芸
術
園
際
交
流
等
の
分
野
に
お
い
て
p
そ
の

活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
従
来
か
ら
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
助
成
に
努
め
て

き
て
い
る
。
新
年
度
は
、
薗
年
度
の
一
信
六
、
豆

0
0万
円
に
比
し
三
、

0
0

0
万
円
増
の
一
億
九
p
一
立

0
0万
円
を
計
上
し
た
。

五
著
作
搬
制
度
の
改
正

著
作
権
関
係
の
新
年
度
の
予
算
は
、
著
作
丘
判
度
の
改
正
に
伴

争
解
決
あ
っ
せ
ん
委
員
の
設
置
、
蒋
作
幡
諮
奢
会
開
催
賛
や
丞
正
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メ
ー
ト
ル
（
約
三
立

こ
ろ
を
買
上
げ
、
口
百
に
す
る
こ

雙
0
0
0
坪）

い
均
め
て
昭
和
四
十
三
年
で
予
定
嬰
の
買

と
と
し
て
、
昭
和
―
―
―

/
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
買
上
経

上
げ
を
完
了
し
た
（
買
上
池
総
百
績
七
一
三
、
＼

と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
三
年
に
g
道
二
四
号
涙

竺
四
億
三
、
六

0
0
万
円
）
。

バ
イ
パ
ス
が
宮
跡
に
東
接
し
て
建
立
さ
九
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
予
定
均
を
享

前
冑
査
し
た
結
果
、
平
城
宮
跡
は
従
来
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
J
V
四
万
よ
り
さ
ら
に

稟
側
に
堕
出
し
て
お
り
、
こ
の
池
域
炉
買
院
跡
と
し
て
詈
詈
れ
た
の
で
、
バ

イ
パ
ス
路
線
の
交
更
を
行
な
っ
て
こ
の
東
院
跡
（
約
二
三
万
平
方
メ
ー
ト
化

約
七
万
坪
）
も
指
定
塩
に
加
え
て
保
存
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

は
こ
の
東
院
跡
全
域
を
買
上
け
る
必
亨
嘉
あ
ろ
う
炉
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
緊
急

七
二

0
平
方
メ
ー
I

卜
ご
を
昭
和
四
十

必
要
六
バ
イ
パ
ス
予
定
池
絨
(
-
三
ベ

そ
の
予
罪
を
昭
和
四
十
四

四
•
四
十
五
年
の
二
か
年
で
買
収
す
る
こ
と
と
し
、

年
度
こ
言
九
万
円
（
六

0
％
買
収
用
）
、
昭
和
四
十
五
年
度
九
、
三
八
二
万

円
（
の
こ
り
四

0
形
買
収
用
）
計
上
し
た
。
ま
た
国
有
化
し
た
宮
跡
は
奈
良
匡

立
文
化
財
研
究
所
で
年
認
計
両
で
癸
詞
魔
査
を
実
厖
し
て
お
り
（
昭
和
四
十
十
三

ー
ト
ル
了
）
昭
和
四
十
互
年
度
は
一
立
八
、

年
度
き
で
に
二
〇
七
、
七
二
七
平
方
メ

巧
四

0
0万
円
を
計
上
し
た
。
な
お
、
こ

0
0
0平
方
メ
ー
ー
ト
ル
分

“
•
井
戸
等
の
選
構
を
発
見
し
、
ま
た

一、

h
JL

o
0
0、
0
0
0点
を
検
比
し
応

二
平
城
宮
跡
の
買
上
げ
認
籠
と
飛
墨
藤
原
宮
跡
の
発
椀
調
査

特
別
史
錦
平
並
宮
跡
ば
、
亭
良
百
の
発
殷

和
三
十
七
年
と
四
十
三
年
の
二
度
に
わ
た
っ

て
は
い
わ
ゆ
る
方
八
i

促
進

き
大
巾
の
知
し
口
を
示
し
た
の
炉
こ
の

費
で
あ
る
。
う
隻
史
跡
等
の
土
警
堕
言
ぷ
一

0
停

0
0
0万
円
（
菌

年
度
五
億
万
三

0
0
万
円
）
て
ほ
ぼ
倍
近
い
岨
試
で
あ
る
。
蘭
述
の
開
発
に

よ
り
も
っ
と
も
頴
牲
に
さ
れ
が
も
な
も
の
か
土
担
そ
の
ち
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の

史
跡
や
垣
蔵
文
出
財
包
蔵
池
て
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、

史
跡
と
し
て
指
定
さ
仇
て
い
る
均
件
が
，
，
詞
八
九

0
件
で
、
そ
の
総
面
葦
は
釣
一

て

九

0
0
ヘ
ク
タ
ー
叫
（
約
三
、
六

0
0
万
坪
）
で
萎
色
か
、
う
ち
均
2
-

―1
0

形
の
三
、
八

0
0
)
ヘ
ク
尤
ダ
ー
少
〔
約
一
、
一
五

0
万

坪

）

と

な

っ

て

い
る
。
と
こ
ろ
ぶ
＼
冬

、
（
仁
有
雌
の
宅
珀
化
4

素
、
そ
九
は
開
発
で
あ
る
。
思
う
に
わ
か
国
の
文
化
財
保
襲
行
政
は
、
明
治
の

昔
、
文
明
胴
化
の
旗
印
の
下
に
芯
し
進
め
ら
汎
た
旧
物
破
壊
・
廃
仏
棄
釈
の
混

乱
の
中
か
ら
ス
タ
ー
＇
卜
し
た
も
の
で
あ
る
炉
、
以
来
百
年
を
紐
た
今
日
、
戦
後

二
十
年
閏
か
か
っ
て
貯
え
ら
仇
た
超
技
術
革
新
と
高
度
成
長
経
済
の
爆
発
的
工

ネ
だ
キ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
開
発
と
い
う
名
の
混
乱
に
再
び
さ
ら
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
熊
計
固
立
開
発
に
よ
る
文
化
貼
の
殴
製
は
、
あ
る
面

で
は
明
治
の
初
め
の
混
乱
を
上
廻
る
も
の
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

昭
和
四
十
五
年
度
の
文
化
阿
保
顧
予
算
は
、
こ
う
し
た
開
発
に
対
処
す
る
防

衛
的
意
味
ょ
，
笠
も
つ
も
の
と
断
定
す
る
に
は
い
さ
さ
か
ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ざ
る
を
え

ね
い
ま
で
も
r

少
な
く
と
も
こ
九
ま
で
に
な
い
位
に
阿
癸
と
対
涙
し
よ
う
と
す

る
積
詞
的
意
飲
ど
も
り
こ
ん
だ
面
朔
詞
予
算
た
ら
ん
と
ナ
る
味
乞
兌
せ
て
い
る

も
の
と
自
固
自
讚
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
そ
の
主
た
っ
た
事

項
に
つ
い
て
概
説
し
て
見
よ
う
。

ー
史
跡
等
の

文
、

十
四
平
＇

ヵ
-
i

>

'

l

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
は
、
広
大
な
宮
鱈
を
整
備
し
て
、
い
わ
ゆ
る
造
跡

曼
し
こ
c

樽
物
館
と
い
う
隊
に
と
と
の
え
る
の
が
史
跡
の
も
っ
と
も
よ
い
保
存
活
用
の
方

睾
と
考
え
、
そ
の
た
め
の
予
真
を
昭
言
旱
五
年
度
に
心
七
九

0
万
円
計
上

し
た
ほ
か
、
と
く
に
管
理
要
員
と
し
て
の
入
員
一
名
増
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

角
日
香
村
に
平
竣
宮
以
上
の
言
言

さ
て
吹
に
、
奈
良
言
の
冑
極
原
市
し

岬
で
あ
る
齋
鳥
。
籐
原
宮
跡
が
檻
た
わ
っ
て
い
る
e

こ
九
は
最
近
ま
で
久
し
く
＼

こ
こ
で
も
詞
至
の
ツ
ル
ハ
ジ
が
日
本
民
族
の
心
の

雷
下
に
飼
っ
て
い
た
が
、

｀
ヵ
し
始
め
た
の
で
あ
る
C

燥
院

冒
さ
と
で
あ
る
こ
の
宮
跡
の
保
存
を
お
支

A

宮
跡
に
つ
い
て
は
日
本
古
文
化
研
究
所
に
よ
り
昭
和
九
年
か
ら
、
ま
た
壼
島
板

歪
宮
伝
承
言
っ
い
て
は
奈
良
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
昭
和
三
十
五
年
か
ら
、

＞
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
不
充
分
な
も

て
れ
ぞ
汎
発
躙
罰
査
を
実
証
し
て
き
て
、

の
で
r

造
構
の
発
見
は
も
ち
ろ
ん
宮
跡
の
全
容
を
揺
知
す
る
た
め
に
も
r

今
径

か
な
り
徽
底
し
た
組
綱
的
発
掘
調
査
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
で
、
昭
甜
四
十

四
年
度
か
ら
新
規
に
奈
良
匡
立
文
化
財
研
究
所
紅
癸
銅
胴
査
費
を
計
上
（
て

0

ニ
八
万
四
霊
）
し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
度
は
倍
頷
以
上
に
増
額
し
て
二
四

0
五
万
互
千
円
計
上
し
た
ほ
か
、
と
く
に
研
究
員
二
名
の
増
員
を
図
っ
た
。
（
発

掘
闘
査
計
画
ー
！
藤
原
宮
跡
約
一
万
平
方
メ
ー
i
卜
竺
飛
烏
小
治
回
宮
跡
。
後

岡
本
宮
跡
等
三
千
平
方
｀
メ
ー
ト
し
）
な
お
、
隈
鳥
犀
原
地
区
全
倖
の
保
存
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
法
的
捐
置
（
文
化
財
保
霞
法
や
古
都
保
存
法
）
で
は
必
す

し
も
充
分
で
｀
｛
竺
、
特
別
立
法
措
置
を
譜
ず
る
等
基
本
的
方
策
の
検
討
葦
泊
氏

れ
て
い
る
実
状
で
あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。

三

国

宝

C
重
要
文
化
財
等
の
保
存
整
偲
事
業
の
促
進
強
化

ま
ず
保
存
修
廻
事
業
に
つ
い
て
で
あ
る
。
指
定
建
造
物
は
要
修
理
の
も
の
が

癸
事
業
で
一
番
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
の
が
埋
藍
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
。
高

速
目
勁
車
道
。

で
あ
る
が
｀
p
こ
仇
に
丸
八
＝
言
万
円
（
前

年
度
よ
り
i
、
五

0
0
万
円
琶
．
言
町
上
し
・
匹
急
謳
か
つ

め
、
こ
れ
を
公
育
化
し
て
保
護
を
図
る
舷
要
が
非
常
に
頭
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

召
文
化
一
ど
の
計
画
と
し
て
大
ざ
っ
ば
に
見
積
っ
て
民
有
地
の
約
三
二
％
に
あ

た
る
一
、
二
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
J
V
（
約
三
七
二
万
坪
）
の
公
有
化
を
目
ざ
し
、
さ

し
あ
た
り
緊
急
を
要
す
る
と
目
さ
九
る
八
四
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
〈
約
ニ
ニ
四
万

坪
）
を
今
後
十
年
間
で
買
上
げ
る
（
補
助
金
網
三
三

0
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。
）

と
い
う
目
襖
を
掲
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
長
期
計
国
を
前
提
と

し
て
の
昭
和
四
・
十
五
年
度
の
予
算
計
上
で
あ
る
。

次
に
史
跡
等
の
環
境
整
循
費
と
し
て
一
』
墨
一
、

こ
仇
は
、
員
上
け
ず
み

八
五

0
万
円
を
計
上
し
た
。

恣
碁
壇
整
難
等
乏
行
な
い
、

て
遊
は
せ
て
お
く
の
で
な
し
に
池
設
住
民
の
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
利
用
に
供
せ
る
よ
う
に
史
薗
公
園
の
よ
う
な
形
に
整
備
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
、
こ
の
中
に
饂
風
土
記
の
丘
建
設
補
助
金
（
継
続
二
、
粁
蜆
二
計
四

か
所
分
）
も
合
哀
汎
て
い
る
。
（
因
芯
に
、
こ
，
5
]

ま
で
に
鳳
土
記
の
丘
を
建
設

し
て
環
箋
整
儲
妃
図
っ
た
史
螂
等
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
宮
崎
県
西
都
原
古
槙

群
、
昭
租
四
十
二
年
度
埼
玉
屎
塙
玉
古
填
詞
昭
和
四
十
三
年
度
和
歌
山
県
岩

橋
千
塚
古
墳
詣
、
昭
和
四
4
.
'

四
年
度
富
山
景
立
山
中
宮
造
鯨
芯
よ
び
滋
賀
県
安

上
城
跡
で
あ
る
。
）
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の
で
あ
る
。

受
け
て
、
二
香
手
と
し

こ
と
と
な
り
、

完
成
し
た
餞
を

い
よ
い
よ
乗
り
出
す

け^
1

＃

ビ

恐

ら

く

二

年

揺

資

で

4
^

ル
（
幻
一
、
三
七
0
坪
）

体
七
億
円
旗
度
の
言
で
的
四
、
五
0
0
平
方
メ
．
ー
ト

の
薪
館
が
お
目
兄
え
す
る
こ
と
と
次
る
で
あ
ろ
う
e

た
京
都
国
立
慇
認
瞑
に
あ
っ
て
は
、
旧
陳
列

次
に
す
で
に
新
讐
言
を
終
っ

と
迂
り
二
誓
度
分
八
‘
―
1
0
万
円
ど
計
上
し

舘
に
空
闘
設
俯
を
皐
す
こ
と

こ
，
き
な
前
進
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ

た
こ
と
も
博
物
銅
の
墜
箭
充
実
ヒ
た

れ
よ
う
。
こ
の
ほ
か
、

て
の
瞑
列
品
防
犯

ー
ぶ
ー
ア
イ
の
設
冠
を
図
る
。
）
、
ま
た
特
別
展
の

殷
備
の
認
備

(
I
T
V
ゃ
レ

京
の
美
術
晨
京
博
。
仏
数

開
催
揺
費
（
東
熔
・
東
洋
麿
磁
・
名
品
晨
京
筐

美
術
名
品
琶
ぷ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

」
に
偏
冗
て
お
く
。
過
去
三
か
年

最
後
に
国
立
麿
史
民
俗
閲
惚
誼
詞
査
の
こ
し

い
よ
い
よ
本
格
的

閏
、
毎
年
百
余
万
円
を
計
上
し
て
調
査
を
進
め
て
き
た
が
、

＞
う
わ
け
で
、
一
学
に
三
倍
の
言
六
万
五

に
そ
の
羞
本
構
想
を
固
め
よ
う
と
、

こ
れ
で
い
よ
い
ょ
言
的
な
耳
立
辰
史
民

言
の
調
査
嚢
を
坦
誼
計
上
し
た
。

巨
歩
を
ふ
み
出
す
こ
と
と
な
る
で
あ

俗
博
物
館
設
立
の
こ
と
が
言
に
向
っ
て

き
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ろ
う
C

こ
れ
は
正
に

六

そ

の

他

の

ら
九
な
い
が
、
以
上
の
主
喪
事
項
の
ほ

絨
面
が
つ
ぎ
た
の
で

喜

誓

図

作

成

竺

二

五

万

六

言

を

か
殻
つ
か
を
挙
げ
て
お
く
＼

モ
デ
ル
池
区
が
四
六
全
都
道
屑
県
に
設

新
緑
計
上
し
た
。
ま
た
、
1
]

文
化
財
保
翌
翠
送
旋
行
二
十
周
年

置
で
き
る
よ
う
そ
の
殷
晨
雙
畠
誓
を
図
り
、 章

nニ
--P-

――

約
て
0
0
0
件
で
s

こ
九
を
計
固
的
に
呉
庫
し
て
い
く
た
め
、
岨
和
四
十
五

年
度
に
新
規
・
組
続
あ
わ
せ
て
一
般
の
修
建
約
八
0
件
に
日
允
二
社
一
幸
等
の

特
殊
工
事
を
含
め
て
計
六
億
九
、
八
八
四
万
円
（
薗
年
度
六
億
一
、
九
0
0
万

円
）
を
計
上
し
た
。
修
理
技
術
者
の
敬
が
約
百
名
で
、
こ
れ
ら
の
入
件
費
と
材

斜
費
の
上
嗚
を
見
込
ん
だ
約
二
立
％
の
増
率
で
あ
る
。

次
に
美
術
工
芸
品
は
要
修
『
笠
物
件
が
約
二
、
二
0
0
件
あ
る
炉
、
こ
の
う
ち

約
七
0
件
を
予
定
し
て
、
五
、
五
0
0
万
円
（
前
年
度
五
、
0
八
0
万
円
）
を

ニr-

計
上
し
た
。
建
造
拗
同
様
約
百
人
と
い
う
限
ら
九
た
修
理
技
術
者
の
数
内
で
の

こ
と
で
、
い
た
ず
ら
立
予
算
の
増
翫
を
図
る
わ
げ
に
も
い
か
1
久
間
題
は
偲
と

か
し
て
技
術
者
の
買
置
を
宣
め
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
高
山
屋
台
等
の
民
俗
資
料
修
狸
費
立
五
八
万
円
二
酋
年
度
―
―
―
三
一

万
円
）
が
あ
る
が
、
総
じ
て
保
存
修
理
贅
は
七
億
六
、
二
六
0
万
円
（
前
年
度

六
億
六
、
七
九
0
万
円
）
で
約
一
三
％
の
増
率
と
な
っ
て
い
る
。

次
は
、
こ
仇
ら
文
化
財
に
対
す
る
防
災
麓
殷
胴
備
事
業
で
あ
る
。
建
造
物
記

つ
い
て
は
、
前
年
度
は
消
防
法
厖
行
令
の
規
定
に
よ
る
自
助
火
災
報
知
榛
設
置

に
重
点
を
お
い
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
度
は
給
合
防
災
等
約
二
七
0
件
を
予
定

し
、
ま
た
薪
た
に
民
家
買
長
知
助
を
計
上
し
、
総
額
三
億
五
、
0
0
0
万
円

（
前
年
度
＝
＝
偉
八
，
八
五
0
万
円
に
比
し
て
減
頴
は
政
令
防
災
の
霊
点
と
外
し

た
た
め
。
）
で
あ
る
。
沢
に
美
術
工
芸
品
の
防
災
と
し
て
一
竺
七
三
0
万
円
（
前

年
度
五
、
0
二
0
万
円
）
、
ま
た
記
念
怖
関
係
防
災
と
し
て
は
、
一
般
防
災
、

吏
然
記
念
物
保
護
珈
殖
あ
わ
せ
て
四
‘
1
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

欠
は
収
蔵
庫
建
設
で
あ
る
。
こ
仇
に
は
、
美
術
工
芸
品
収
蔵
庫
（
六
、
四
四

七
万
二
千
円
）
、
埋
誡
文
化
同
攻
蔵
直
（
八
七
九
万
九
千
円
）
、
戻
俗
資
峠
保
存

施
設
（
八
二
五
万
五
千
円
）
が
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
新
規
に
池
方
歴
皇
民
俗
資

一
日
米
間
に
お
け
る
敦
宣
文
化
の
交
流

ノ
ワ
イ
に
お
い
て
策
一
回
の
日
米
文
化
敦
育
常
設
合
同
委
員
会

昨
年
七
月
、
、

沐
文
化
教
育
会
麟
の
所
産
と
し

誓
誓
言
。
こ
の
会
議
は
、
第
四
回
の
日
＇
f

て
、
日
米
聞
の
文
化
設
育
交
浣
の
実
綾
芹
価
と
推
進
方
策
を
険
肘
し
、
あ
わ
せ

え
る
文
化
教
育
会
翫
の
違
備
を
目
的
と
し
て
殷
置
さ
れ
た
も
の

て
隅
年
醇
偽
さ
（
し

霰
育
会
麟
を
本
雪
一
月
十
八
日
よ
り

で
あ
召
討
巖
の
結
果
、
菜
五
回
の
文
化

W
-
-
9
三
言
亀
―
―
―
―
―
―
―
―
―

u
-—＿
ー

T
1
1
ゴ
コ

r
‘
_
1

i
-
―
―
―

r
m
-
-

「
,
'
-
_
―
-
=
灌
r
-
u
'
喜
亨

国
摩
文
化
交
流
の
揺
進
（
文
化
財
保
襲
部
管
坦
踪
長

斜
ら
新
規
計
上
し

f
f
 

- 81 -

に
い
ち
だ
ん
と
力
を
注
ぐ

(
-
『

O
O
O□)
万
円
）
を
計
上
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。防

災
事
業
の
枠
内
に
入
る
も
の
｝
•
こ
は
以
上
の
ほ
か
緊
急
調
査
か
あ
る
が
、
こ

れ
は
天
然
記
念
物
関
係
（
三
1

一
因
万
円
）
と
民
俗
資
斜
関
係
（
八
八
七
万
九
千

円
）
の
計
一
、
―
1
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

四
無
形
文
化
財
保
護
の
強
化

ま
ず
、
霊
要
無
彦
文
化
財
保
持
者
に
対
す
―
，
ぇ
特
別
助
成
金
を
増
額
し
て
計
上

し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
主
と
し
て
芸
能
関
係
者
に

対
す
る
二
五
万
円
を
三
五
万
円
に
、
工
芸
関
係
者
に
対
す
る
四
0
万
円
を
五
0

万
円
に
そ
れ
ぞ
汎
ア
ッ
プ
し
、
合
計
六
五
入
分
、
計
二
f
六
五
0
万
円
を
計
上

し
た
。次
に
、
新
規
事
業
と
し
て
選
択
民
俗
芸
詣
現
池
公
開
を
取
上
げ
、
わ
ず
か
で

あ
る
が
六
0
0
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

各
池
に
あ
る
民
俗
芸
能
は
、
国
民
の
生
活
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
二
碑
の
音

楽
・
誌
踊
。
禎
劇
与
で
あ
り
、
わ
茄
国
の
芸
能
の
咬
遷
の
過
程
を
知
る
上
に
貴

霊
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
地
方
文
化
を
彦
成
す
る
意
義
深
い
も
の
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
近
時
の
社
会
情
勢
の
褻
勁
の
た
め
、
多
く
が
変
貌
．
衰
滅
の
危
撥

に
瀕
し
て
い
る
の
で
、
全
国
各
雄
に
あ
る
約
二
万
件
の
中
か
ら
二
l
-
―
1
0
0
件

詞
度
の
も
の
を
選
択
し
て
、
そ
の
現
地
に
お
げ
る
公
開
の
経
襲
を
補
助
し
て
で

き
ろ
た
け
本
来
の
姿
の
ま
ま
の
存
続
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
昭
甜
四
十
五

年
度
は
ま
ず
手
知
め
と
し
て
―
―
-
0
件
を
選
．
ん
で
補
助
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
る
C

五
固
立
博
物
館
等
の
落
備

昭
和
四
十
五
年
度
は
、
国
立
博
物
館
等

肥
念
の
事
業
の
一
っ
と
し
て
の
記
念
出
版
経
褒
も

こ。7
 

0
0
0
万
円
増
の
一
億
八
、

ま
た
、
美
術
工
芸
品
の
責
上
費
は
一
挙
に
四
、

し
か
し
こ
れ
も
極
論
す
れ
ば
焼
石
に
水
で
、
先
の

三
0
0
万
円
を
計
上
し
た
。

さ
ら
に
置
翌
竺
妥
請
さ
九
る
問
題
な
の
で
あ
る
。

史
跡
等
の
買
上
げ
と
同
賛

ま
た
、
国
有
文
化
財
で
あ
る
建
造
物
の
保
存
修
涯
費
と
し
て
三
、
二
0
0
万
円

こ
と
も
注
目
さ
九
て
よ
か
ろ

（
前
年
約
i
、
八
0
0
万
円
）
を
増
類
計
上
し
た

あ
る
熊
本
旧
五
高
絞
舎
の
ほ
か
、
新
規
に
東
京
岩
崎

う
。
こ
九
は
養
続
工
事
で

瞑
、
江
戸
城
の
清
水
門
。
田
安
門
等
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
0
0
万
円
（
前
年

こ
の
ほ
か
、
国
立
劇
場
の
襦
助
を
増
頷
し
て
五
億
五
、

き
め
細
く
各
事
項
に
つ
い
て
配
慮

度
四
億
六
、
九
0
0
万
円
）
計
上
し
た
等
、

が
な
さ
れ
て
、
文
化
財
保
護
経
贅
は
い
ち
だ
ん
と
充
実
の
一
歩
を
ふ
み
出
し
た

言
わ
し
い
保
襲
事
業
の
着

わ
け
で
、
こ
九
に
よ
り
、
新
年
度
は
二
十
周
年
に

実
な
伸
張
を
期
待
し
た
い
。

金
田
智
成
）
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二
文
化
協
定
笥
結
国
等
と
の
交
流

こ
の
事
項
に
お
け
る
各
酋
喜
桑
計
詞
は
、
っ
て
い
な
い
，
す
な
わ

隻

わ

炉

国

と

文

化

葛

定

｀

ど

い

る

―

二

か

国

の

う

ち

、

仏

、

褪

伊
箸
塁
誓
i
'
り
も
、
各
分
野

嘉
ら
1
0言
に
増
加
す
る
予
定
で
あ
る
C

乞

女

の

新

た

な

施

策

と

し

て

は

、

帰

国

大
学
教
育
学
部
附
属
住
吉
中
学
校
に
設
置

た
め
の
特
殷
学
級
を
、
神
戸

在
外
日
本
人
学
級
に
対
し
て
、

N
H

（
大
学
学
術
局
所
管
）
す
る
予
定
の
ほ
か
、

小
学
校
社
会
科
）
を
テ
ー

瓦
の

T
V
学
狡
放
送
番
紹
（

の

向

上

を

図

る

こ

と

と

プ

に

作

成

し

授

業

効

果

し
て
い
る
C

以
上
の
ほ
か
、
．

l

償

配

布

、

弓

き

つ

づ

告

教

科

書

の

無

教
村
等
の
整
備
i
ヽ
．
研
究
指
定
校
の
設
置

層

掟

進

す

研

究

集

会

の

開

俯

等

を

一

る
予
定
て
あ
る
。
特
に
前
段
に
述
心
、

め

に

、

財

界

関

係

者

、

．

た

総

合

的

な

対

策

の

誤

討

の

た

学
狡
関
係
者
、
学
誡
終
験
者
等
A

策

連

絡

会

」

を

改

紹

す

る

予

定

で

、

ヵ

ら

構

成

さ

れ

る

「

対

あ
る
（
九
二
七
万
二
千
円
）
。

五

A
.
A
諸
国
へ
の
教
育
院
力

る
援
助
の
形
態
と
し
て
、

開
発
途
上
国
に
対
す

は

、

そ

の

重

要

性

に

比

し

て

、

教

育

椀

力

の

占

め

る

埴

位

著
し
く
不
当
な
喜
に
置
か
れ
て
い
る
と
い

一
｛
に
お
け
る
地
位
の
向
上
が
f

え
よ
う
。
わ
が
国
の
国
際
経
済
雙

胴

発

丞

上

国

の

間

で

、

す

で

に

特

に

経
済
侵
略
、
イ
ュ
ロ
ー
。

の

非

熊

を

引

き

お

こ

し

て

ヤ

ン

キ

ー

と

い

っ

た

た

ぐ

い

い
る
事
態
に
か
u
:

う
必
要
か
あ
る
。
昭
和
四
十
在
年
度
に
お

9
ヵ
憂
今
後
積
板
的
な
努
力
を
払

A
.
A
諸

国

か

ら

-

'

し

て

は

、

本

年

度

に

引

き

つ

づ

き

、

て
の
国
の
教
育
政
策
立
案
の
衝
に

招
致
し
i3

日

本

あ

る

教

育

存

政

官

を

五

名

の
教
育
の
現
状
を
約
一
か
月
こ

様
会
を
提
供
す
る
予
定
て
あ
る
。
し
わ
た
り
実
地
に
視
察
調
査
す
る

た
は
農
業
教
育
と
担
当
す
さ
ら
に
、
中
等
学
絞
段
階
の
理
科
教
育
、
ま

る
教
負
の
現
職
教
育
に

引
き
っ
づ
き
坦
科
教
育
の
専
門
家
（
四
か
団
に
協
力
す
る
た
め
に
、
昨
年
に

二

か

国

、

対

し

五

名

）

農

業

敦

育

専

門

家

う
え
派
造
す
る
こ
と
と
し
て

一
名
）
を
謡
初
鳩
行
の

窪

料

教

育

に

つ

い

て

虞

、

い

る

が

、

特

に

i
各
国
の
受
入
れ
状
況
の
相
違
に

国

に

対

し

て

は

二

人

を

グ

レ

。

か

ん

が

み

、

特

定

の

j
i
フ
と
し
て
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
（
二
、
九
八

二

十

三

日

ま

で

に

開

催

す

る

こ

と

、

お

き

恥

題

を

決

定

し

た

の

で
あ
る
炉
、
過
去
閲
回
に
わ
た
っ
て
開
「
日
米
文
化
敦
育
会
懸
の
働

告
の
冥
施
状
況
を
中
心
と
し
、
日
米
閏
の
教
育
。
文
化
交
流
の
状
況
に
つ
い
て

包
括
的
な
レ
ヴ
ュ
ー
」
を
行
な
う
こ
と
を
、
そ
の
主
英
な
紅
題
と
し
て
決
定
し

た
こ
と
炉
注
目
さ
れ
る
。
一
九
六

0
年
代
の
特
に
投
半
に
捻
け
る
日
本
の
著
し

い
経
済
成
長
と
、
ー
ド
ル
防
衛
に
せ
ま
ら
汎
て
い
る
米
国
の
国
内
事
情
を
背
景
と

し
て
、
日
米
問
の
敦
育
文
化
の
交
流
に
つ
い
て
も
、
米
国
代
表
の
間
に
、
従
前

の
こ
れ
ら
諸
活
励
に
対
す
る
両
固
の
寄
与
の
不
均
衡
に
つ
い
て
、
あ
る
種
の

f
 い
ら
た
た
し
さ
を
惑
し
さ
せ
る
も
の
か
あ
っ
た
。
米
国
側
の
こ
の
よ
う
な
感
情

を
そ
ん
し
な
い
ま
で
も
、
日
本
側
代
表
の
大
方
の
意
向
は
、
新
し
い
日
米
文
化

敦
育
の
交
汎
に
つ
い
て
応
伶
の
寄
与
を
前
向
き
に
進
め
て
行
＇
＼
べ
き
で
あ
る
と

い
う
点
に
お
い
て
一
致
し
て
お
り
p
今
妥
、
こ
の
課
題
に
対
し
て
如
何
に
具
体

化
を
図
り
揺
進
し
て
行
く
か
が
さ
し
迫
っ
た
閂
虹
と
な
っ
て
来
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
度
の
事
業
と
し
て
は
r

ア
メ
リ
カ
シ
ら
フ
、
4

ー
ル
ド
。
サ
ー

ヴ
ィ
ス
に
よ
る
飩
笙
〉
学
校
生
徒
約
―
二

0
名
の
一
年
間
の
留
学
を
引
き
つ
づ
き

扱
助
す
る
ほ
か
、
笑
面
敦
育
を
対
象
と
し
た
、
ハ
ワ
イ
の
'
4

ー
ス
ト
，
ゥ
―
-
―
{

卜
ふ
セ
シ
タ
ー
ヘ
の
仰
学
を
、
恥
道
房
県
敦
育
委
員
会
の
英
語
担
当
指
導
主

事
一
〇
石
を
対
餡
と
し
～
~
嬰
間
を
十
か
月
か
ら
六
か
月
に
短
縮
し
た
計
国
に
哀

更

し

、

そ

こ

と

と

し

て

い

る

（

て

四

一

0
万
七
千

円）。

（
前
国
際
文
化
課
長

0
万
七
千
円
）
。

六
教
育
文
化
ア
タ
ッ
シ
ェ
の
設
置

留
学
生
の
招
致
、
教
育
援
助
雙
．
ノ

文
化
関
係
国
際
啜
関
こ
°
教
育
文
化
交
流
活
助
の
推
進
お
よ
び
教
育

ァ
教
育
事
諮
所
、
東
南
ア
ジ
ア
文

ネ
ス
コ
東
南
ア
ジ

と
の
連
絡
業
務
の
ほ
か
，

部
大
臣
会
疇
裏
誇
局
そ
の
他
）

最

大

の

規

模

資

｀

：

在

外

日

本

人

学

校

中

11

中
学
生
四
五

0
名）

指

導

監

督

に

当

を

有

す

る

タ

イ

日

本

人

学

校

の

た
ら
せ
る
た
め
、
明
年
度
か
ら
在
バ
ン
「
一
ッ

教

育

文

化

ア

・

グ

ッ

ク

日

本

大

使

饂

に

シ
ェ
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
こ
。
↓
ヽ

シ

＝

ー

を

設

置

す

る

こ

吠

ノ

ン

コ

ッ

ク

に

ア

タ

ッ

と
は
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、

ジ

ア

の

中

心

池

に

ア

タ

ッ

ゞ

明

年

度

以

降

、

東

南

ア

シ
ニ
カ
設
置
さ
t

方
面
に
お
け
る
教
育
文
化
交
流
か
一
j
た
こ
と
に
よ
り
、
わ
か
国
の
こ
の

ぃc

段
と
推
進
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

篠
沢
公
平
）
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致
計
画
は
、
昭
和
三
十
八
年
度
以
降
三
四
名
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
p
明
年
度

に
お
い
て
も
最
低
五
名
を
招
致
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
日
ソ
間
の
伍
別
院

定
に
甚
づ
き
昭
和
四
十
年
度
以
降
実
蒻
し
て
い
る
学
者
研
究
者
派
遣
計
固
も
、

明
年
度
に
お
い
て
短
期
五
名
、
長
詞
二
名
の
ソ
連
派
遣
を
予
定
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
フ
ラ
シ
ス
政
府
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
わ
が
匡
の
フ
ラ
＂
／
ス
語
叙

員
五

0
名
の
夏
期
髯
習
会
の
実
施
、
お
よ
び
二

0
名
の
フ
ラ
シ
ス
冒
字
を
授
詞

す
る
大
学
紋
官
の
フ
ラ
ッ
ス
派
遣
号
匹
国
、
な
ら
び
に
r

ド
イ
ツ
政
店
と
浣
力
し

て
実
脚
し
て
い
る
一

0
名
の
ド
イ
ツ
語
、
ド
イ
ツ
文
学
揖
当
の
大
学
敦
官
の
ド

イ
ツ
派
遣
計
国
に
つ
い
て
も
前
年
度
に
引
き
つ
づ
き
実
施
す
る
予
定
で
あ
る

（
二
、
八
六
七
万
二
千
円
）
（
｝

三
日
本
古
美
術
の
海
外
巡
回
展

政
府
主
催
で
行
な
う
こ
の
穂
の
辰
覧
会
は
、
過
去
に
米
州
で
三
回
、
欧
州
で

二
回
（
本
年
度
は
ス
，
4

ぞ
、
西
独
を
巡
回
）
開
催
さ
れ
て
い
る
。
明
年
度
は
、
米

国
ボ
ス
ト
＇
シ
美
術
館
よ
り
、
同
館
創
立
百
年
記
念
行
事
と
し
て
「
禅
林
美
術

辰
」
開
催
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
絵
画
、
書
跡
、
彫
刻
計
約
六

0
件
よ
り
注
る

禅
宗
関
傑
の
古
美
術
展
を
、
四
十
五
年
秋
に
開
偏
す
る
予
定
て
あ
る
（
六
五
八

万
七
千
円
）
。

四

海

外

勤

務

者

子

女

敦

育

の

推

進

，

わ
が
国
の
著
し
い
対
外
経
済
活
動
の
伸
展
に
伴
な
い
、
在
外
勤
務
者
も
急
増

し
f
こ
れ
ら
の
子
女
敦
育
の
問
琶
は
放
置
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
む

し
ろ
、
今
後
の
わ
が
国
の
経
済
活
動
炉
よ
り
一
麿
急
連
迂
遮
殿
か
予
想
さ
れ
る

現
在
、
子
女
の
教
育
対
策
の
穆
桓
的
な
検
翫
炉
緊
急
事
と
立
っ
て
き
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
度
に
お
い
て
は
、
在
外
の
日
本
入
学
校
は
本
年
度
よ
り
三
絞
増

加
し
合
計
二
四
校
に
達
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い
日
本
か
ら
の
派
遣
教
員
も
八
三

- 82― 



人
物
を
中
心
と
し
た
鳥
取
県
教
育
郷
土
史

〔
随
想
〕

万
博
美
術
館
の
み
か
た

よ
り
深
い
相
互
の
理
解
を

よ
り
好
ま
し
い
生
活
の
設
計
を

み
の
り
の
多
い
自
然
の
利
用
を

＇
〔
現
地
紹
介
〕

次
号
・
目
次

よ
り
ゆ
た
か
な
生
命
の
充
実
を

修
学
旅
行
で
万
博
を
見
て

万
国
博
あ
れ
こ
れ

〔
教
育
研
究
所
紹
介
⑩
〕

〔
連
載
第
28回
〕

富
山
県
教
育
研
究
所

日
本
万
国
博
覧
会
と
そ
の
教
育
的
意
義

篠

村

昭

吉
沢
正
七
郎

岡

本

準

光

岡
田

護

川
野
辺
敏

東

清

和

中
野
克
己

飯

田

英

俊

吉

田

光

邦

ー
！
・
・
『
『
'
f
_

一
編
集
後
一
記
―

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

◇
昭
和
四
十
五
年
度
予
算
は
、
四

月
十
七
日
の
参
院
本
会
議
で
可
決

さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

◇
本
号
で
は
「
昭
和
四
十
五
年
度

文
教
行
政
の
展
望
」
を
特
集
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
昭
和
四
十
五
年
度

の
文
教
行
政
の
展
望
を
官
房
長
か

ら
そ
の
特
色
と
重
点
に
つ
い
て
述

べ
て
い
た
だ
き
、
次
い
で
初
等
中

等
教
育
の
充
実
の
う
ち
、
父
兄
負

担
の
軽
減
を
は
じ
め
と
し
て
各
局

課
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
の
方
々
に
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
昭
和
四
十
五
年
度
の
文
部
省
所

管
の
予
算
要
求
額
の
純
計
は
八
九

七
二
億
六
六

0
0万
円
で
あ
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
一
三
・
七
％
の

伸
び
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
内
容
も
教
育
・
学
術
・
文
化
の

各
分
野
に
わ
た
っ
て
従
来
の
施
策

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
私
学
助
成
を
さ
ら
に
強
化
を

は
か
り
人
件
費
の
新
規
補
助
、
私

学
振
興
財
団
の
設
置
を
は
じ
め
と

し
て
、
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け

る
文
教
施
策
の
進
展
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
文
部
省
所
管
昭
和
四
十

五
年
度
予
算
額
重
要
事
項
別
表
を

揚
載
し
ま
し
た
。
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